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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、正常な細胞分裂に関与するセリン/スレオニンプロテインキナーゼのポロファミリーに属します。この遺伝子は、精巣、脾臓、胎児組織で最も多く発現しており、その発現は血清によって誘導されることから、急速な細胞分裂を行っている細胞においても重要な役割を果たす可能性が示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年11月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：線維芽細胞など、少なくとも一部の細胞型の分裂に関与し、胚発生、創傷治癒、または腫瘍形成に機能する可能性があります。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrプロテインキナーゼファミリー。 CDC5/Polo サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 2 つの POLO ボックスドメインを含みます。,
	研究分野
	シグナル伝達; タンパク質リン酸化; Ser/Thr キナーゼ; その他のキナーゼ
	画像データ
	

	PLK2抗体を用いたHeLa細胞およびMCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PLK2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Snkポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	Snkポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット解析

